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sB-21はアマチュア無線局用,121 MHz SSB,CW専用 トランシ~バ ~です。お買い上げいたださ

ました製品は,厳重な品質管理のもとに生産されておりますが,万一運搬中の事故などで,破損などのト

ラブルがありましたら,お早めにお買い上げいただきました購入店または, ミズホ通信株式会社までお申

しつけ下さいます ようお願い申し上げます。
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この度はミズホ 21 MHzs S Bト ランシーバ=
S3-21を お買上げ下さいまして誠にありがとう

ございます。     .  ―

本製品は,電気的な部品を主に集めたプリント基

板キット(sB-21P、 )と 機構部品をそろえた(c
-21)の二つから成り立っており,中級,上級者ハ

ム向けの手作りの味が充分に味わえる完全バラキッ

トです。 またこの他にスイッチONですぐ御使用

いただけるSB-21SDK完 成品)も ございます。

なお本機の性能を充分に発揮して御使用いただくた

めに この取扱説明書を良くお読み下さいますよう

お願い致します。

(受信部 )                   |   :

受信周波数      21.0～ 2■45 MHを      '   1

受信方式       シングルスーパ上方式   1

受信感度       05μ ミ達 にてS/N10凝以上    |

中間周波数      9ML             I

選択度        48 KHz以 下 (-60dBに て )  '
通過帯域幅      24 KHz以 上 (-6dBに て )

低周波出力      lw(8Ω )          ´

周波数安定度     スイッチON 60分後3C分     ‐

あた り200Hレ 以内        |

(一般仕様 :)

トランジスター    14本

FET         9本               |

グイォード      31本 (保護用ダイオード含D   I
◎ 特 長 IC        2個             |

① 中級,上級者の方 が々充分に手作りを楽しめる完全   電源         D C 135 v(uMl× 9)    |
バラキットです。                   消費電流 (送信時 ) 最大   500 mA       I

② クリスタルフィルター使用の2 1MEIz帯 アルカバーの    ″ (受 信時 ) 無信号時 100 mA       I

SSB,CWト ランシー バーです。          寸法        2160× 8oo× 2220勧     |

③ HF帯 リグでは,唯一の内蔵電地での運用が出来る   重量         3時 (電池別 )         |
2ウ エイ電源方式です。                                            i

④ 付属回路として,NB,RIT,ALC回 路が内蔵   ◎  オ プシ ョン関係               |
|

されています。

⑤ DX交信0ス リルが楽しめ,TVIの心配の少ない  ⑪ 本機でCW運用を楽しむ方のためにcw用 パーツキ    |

QRP(lW)に なっています。            ツト(CW-1)を 別売しております。          ‐

キット内容, キャリア用水晶,サ イドトニシモニタ
◎ 定 格

一,ブ レークイン回路を内蔵しています。        
「

(送信部)                   380× 150× 551Dltt  Y 3900-

送信周波数     210～ 21.45MHz        ② SSB運用での,DX交信に威力を発揮するマイク

電波型式      A6」 (USB)Al(オプション)  コンプレッサー (vD-1)も 別売しております。     |
変調方式      平衡変調             SSB運 用時の平均変調度がグニンとア,プ します。

搬送波抑圧比    40 dB以 上           VD-1は ,SB-21専 用ではな〈,一般の トランシ   ユ

側波帯抑圧比    40 dB以 上           ―バーに内蔵可能です。                 |

不要輻射     -35 dB以 下         28o× 200× 25 1Dlw  Y 220Q―        |

空中線 インピーダンス 50Ω              ※上記のオプションパーツは,SB-21s DX(完 成   :

定格入力      135v 2w           品 )を 購入いただいた場合は予め標準装備になって   ‐

定格出力      lW(PEP)          おります。

-2-
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1。 上 手 な キ ッ トの作 り方

① 本機のように部品数の多いキットは,一つ一つのパ

ーツの半田付が大切です。 所定の場所に部品を取り

付けても,イ モ半田や天ぶら半田では,全 く意味があ

りません。

② 不足パーツが無いか部品表を参考に確認します。

部品数が多いので,形も類似している物もありますか

ら注意して下さい6(特にダイォー ド類 )

③ プリント基板は,大 (MK-1044)小 (MK―
1043)の 二枚ですが,表面1/C黒で部品配置を示す印

昂1(以後シルク印刷とする。 )が してあります。

これらの部品番号,た とえば抵抗は,Rlの ように書

いてありますが二枚のプリント基板は通 しの番号にな

っていますから御注意下さい。

④ 半導体の逆接続は,ス イッチONで一瞬にして破損

する場合がありますから充分にチエックして下さい。

⑤ コンデンサーの取り付けは,①Oの表示が無い時は

後で定数の点検確認が出来る方向に半田付して下さい。

⑥ 抵抗の取 り付けは,全て縦型にして半田付 しますが ,

半田付方向はプリント基板にシルタ印刷 してあります

から,指示にしたがって下さい。 (図-1参照 )

(図 -1)

抵抗の付け方 (ldの 例 )

(図 -2)

∠茎出↓
ー

③ ダイオー ドの半田付は特に指定の無い場合は,ダ イ

オー ドの帯印のある側のリー ドを曲げて縦型にします。

半田付はプリント基板から3物位浮かせて取り付けま

⑦ コンデンサー等の取り付けで,プ リント基板の取り

付けビッチがコンデンサーのリー ド間隔より広い時は

リー ドを丁寧に曲げて確実にハング付けして下さい。

(図 -2参照 )

す 。 (図 -3参照 )

※ D9及 びD10の ダイオー ドは,横向きにプリン ト基

板にぴった りと付 く様に半田付 します。(図 -4参照 )

(図 -3) (図 -4)

D9,10の MC-301は 横向き

にとめる。

い

十

⑨ D25は ,他のダイオー ドとは逆傾1の リー ドを曲げて

Q19の 2 s c517の放熱器の穴を通して立体的に取 り

付 〈様になります。 (図 -5参照 )

|

‐
　
　
卜
‐

この穴 に D25
のダイオードを
通 して基板へ半
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2 SB,21P 部 品 表

No. 名口
山部 数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

コイル

プリン ト基板 VFO (MK-1043)
″   本体  (MK-1044)

フィルター  9ML
水  晶  90015 MIレ

34990 ML(21.0～ 21.25M眩 用 )

35190 MHz(21.2-21.45MEIz用 )

sL-15(cH-11チ ョーク用 )

S:L-20
SL-21
SL-58(L17用  9回 巻 )

SL-59(L l用 23回巻 )

SL-60

SL-61
チ ョークコイル 150μH(茶 緑茶 )図-7参照

″     470μ H(黄 紫茶 )叉は緑黒茶
″     lmH(茶 黒赤 )

半固定ポリウム 5∝Ю
″        5K Ω
″        100K Ω

セラミック トリマー 35PF(黄 )

″           58PF (緑 )

バ リコン

１

１

１

１

１

１

１

４

１

１

１

６

４

１

３

６

１

４

１

２

２

１

No. 名口印部 数

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

IC      ″Pc575c2
″       SN76514N

ダイオー ド

FET

デ イ

150 PF

ップマイカコンデンサ  100 PF

l s553又 は 554

l N60

″       10 Dl(電 源保護用 )

トランジスター  2 s c 945(Q)

2 s c 517(放蕪新寸)

2 S c 696( ″ )
2 sA719
2 sK19(GR)
3 sK49

ステ ロールコンデンサ  20又 は 22 P F

5 PF
マイラコンデンサ  0047μF(473)
″           Ql μF(104)

電解 コンデンサ  047 μF 16 v以 上
″       響7μ F  ″

１

１

１

５

４

１

５

４

１

１

１

１

１

２

７

２

３

１

２

１

１

４

３



Nα 名口ｍ
立
ロ 数

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

No

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

抵抗  56 KΩ  L/4w 緑青赤金又は銀
″    10 KΩ
″    22 KΩ
″   27 KΩ
″    47 KΩ
″  56 KΩ   ″  緑青橙  ″

″  100 KΩ   ″  茶黒黄  ″

〃  120 KΩ   ″  茶赤黄  ″

〃  茶黒橙  ″

″  赤赤橙  ″

〃  赤紫橙  ″

″  黄紫橙  ″

″  150 KΩ
″  270 KΩ
″  330 KΩ
″  470 KΩ
″  270 Ω

″  茶緑黄  ″

″  赤紫黄  ″

″  橙橙黄  〃

″  黄紫黄  ″

lW(酸 化被膜 )

ビス

カ ラー

ダイヤルロ盛板  SB… 21

ポール ドライブ  u s300
VFO Box (上 蓋 )

″   (下 蓋 )

ピン端子

インサー ト 3× 6(タ ップ付スペーサー )

3× 6ナ ベ

26× 4ナ ベ

2× 4ト ラス

3× 3(ス ペーサー )

スプリングワッシヤ  3ψ 用

同軸ケーブル

半田

イラックステ ュープ (D-25リード絶縁用 )

調整用樹月旨ドライパー

取扱説明書

|

2

9

4

14

2

4

2

2

48

12

2

2

22

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

組み立 ての前に

部品表の中で ,特にダイォー ド関係は ,外観が よく似

ていますので表示 rC充分注意 して下 さい。

また ビス類 も寸法に注意 して指示通 りの物 を御使用下 さ

し
^。

特にVFo基板とシャーンの間に入れる3× 6ネ ジ付ス

ペーサーは,必ずスプリングワッシャーを指示通 り入れ

て下さい。 これを用いないとバリコンとバーニャの間

に無理な力が加わり破損の原因になります。

・
――‐

・‐



4.プ リン ト基板 の組 み 立 て

※ シルク印刷 (た とえばRl等 )の番号は,VFO基

板と本体の基板と通 し番号ですから注意して下さい。

たとえば,半田付端子用ピンの取 り付けは,VFO基
板がPl～ P6ま で,本体基板は続きのP7～ P48ま

でとなります。

基板の部品付が全て終ると,ダ イオー ド10D-1,

抵抗 470Ω , セラコン 001μ Fがそれぞれ 1ケずつ

残 ります。

(1)VFO基 板の組立て。

① VFo基 板MK■ 043に 組み立てllF序に従って全て

の部品を取り付けます。

② 半田付端子 ピンのVFoに付 くPl～ P6は半田付

した後,横に曲げてンャーシーの外にピンが出るよう

にして下さい。 (図 -9参照 )

③ シャーシアースを完全にするため,基板の角dttψ

の穴の周囲も半田メッキして下さい。

ピン端子

-

12)本体の基板組み立て。

① 本体基板MK-1044に 組み立て順序に従って全て

の部品を取り付けます。

② 基板に差し込む半田付端子ピンP7～P48は 曲げな

いで基板に直角のまま使用します。

③ ICの向きには充分注意して下さい。 (図 -8参照 )

④ クリスタルフィルターは

26φ のチ

'卜

で止メます  (図 -8)

li:::::lii[]  ↓熊こ早吊需言R〕
分や,プ リ

・ンヾ 板の周囲`6｀

ケ所の田φの穴の所は半田

メッキ して下さい。

⑤  Q19の トランジスター及びD25の ダイオー ドの取 り

付けは,立体的になります。図-5を参考にして正し

く取り付けて下さい。 (D25は チ ユープをかぶす。)

⑥  L12の下側の点線ケ所 (・ ……)2ク所は,抵抗のリ

ー ドを切った残りの線でジャンパーして下さい。

ゝ
量
□
「

諄¶祠
2 SC 696底 面

抵抗 (lKρ )

揚

(図 -7)

lS-553又 は554        RD62EB          RD&2EB

可L泉2
S  Ь

-6-



VFO基板 MK■ 0なり組み立て

。指示の無い抵抗は全て L/4W

OVClの バリコンは,プ リント基板にビッタリ差 し

込んで,上下左右から見て一直線になる様に半日付

して下さい。

曲って取 り付けてしまうと,VFOボ ッタスに入れ

てボール ドライブ(バーニス )と バリコンを止める
.時

,無理な力が加わってズリウ ラッシユ等の原因に

なりま
″。   _

本体基板 MK-1044の 組み立て

。R107の 270Ω の抵抗は,lW(酸化被膜 )です。

llF序 ′ヽ ベ 部 品 名 参照図

７

　

８

　

９

２

　

２

　

２

R6

R7

R8

抵 抗    lK
″       470Ω 図-1

30 Ll コイル SL-59 舛 染 し23E聾室き

VCl バ リコン

順序 シルク尚 部  β与 名 参照図

Ptl

P6

端野用 ビン

(図-9を参考に闊向きに曲げる )

肝 79

２

　

３

Ql
Q2

FET 2SK19
図-7

４

　

５

Dl

D2

ダイオーード ls553又 は554
″   RD62EB

図卜a7

6

7

CHl

CH2

チョークコイル lmH
″    470μ H

図-7

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

Cl

c 2

c 3

c 4

c5

c6

c7

c8

C 9

C10

Cll

c12

c13

c14

Q01μ F

デイップマイカ 5PF
ステコン  150 PF

デイップマイカ100 PF

スチコン  150 PF

5PF

Q01μ F

22 PF

47″ F

Q01μ F

セラコン

デイップマイカ

セラコン

クミコン

セラコン

図-7

２

　

３

　

４

　

５

　

６

２

２

２

２

２

Rl

R2

R3

R4

R5

抵 抗   47K

100K

lK

470K

lK

図-1

順序 を 刻 名品部 参照図

32
Pt7

P48

嗣 ピン

これらのビンは曲げtこ聰
図-7

３

４

５

６

７

８

９

０

４．

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

３

３

３

３

３

３

３

４

Q3
Q4
Q5
Q6
Q7
Q8
Q9
Q10

Qll

Q12

Q13

Q14

Q15

Q16

Q17

Q18

トランジスター

FET

トランジスター

FET

トランジスター

2sc945

2sA719

2sc945

3sK49

2sc945

3sK49

2sc945

2sc696

図-7

49 Q19
〃
     2sc517 肝 ユ7

50

51

52

53

Q20

Q21

Q22

Q23

2sc945

FET    3sK49

トランジスター 2sc945

図-7

54

55

56

57

58

D3

D4

D5

D6

D7

ダイオー ド lN60

lS1588

肝 3,7



順序 ′ヽ ヽ 名品部 参照図

59 D 8 ダイオー ド lS1588 図-3,1

60

61

D 9

D 10

Mc301
図卜47

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

D ll

D 12

D13

D 14

D15

D 16

D17

D 18

D19

D 20

D 21

D 22

D23

D 24

RD82EB

lN60

ls1588

RD62EB

lN60

RD62EB

Mc301

RD62EB

lN60

肝 a7

76 D25 ″   ls1588 図=ユ 7

77

78

79

80

81

D26

D27

D28

D 29

D 30

″   lN60

肝 a7

２

３

４

５

６

７

８

９

０

８

８

８

８

８

８

８

８

９

cH 3

cH 4

cH 5

cH 6

cH 7

cH 8

CH 9

cmo

CII1 1

チョークコイル 150μ H
″     470μ H

″     lmH

″     25″ H

図-7

91

92

１

　

２

Ｃ

　

Ｃ

I  C SN76514N
″  μPc575c2

図-8

93

94

95

96

c 15

c 16

c 17

c 18

セラコン   0001μ F

″    002μ F
図-2,7

順序 1汐″ ml 部 名 参照図

マイラコン

ケミコン

セラコン

ケ ミコン

セラコン

0047μ F

Q47μ F

47μ F

047μ F

33μ F

10μ F

001μ F

10μ F

47μ F

001μ F

ケミコン  047μ F

セラコン Q001μ F

ケミコン  220μ F

セラコィ Q001μ F

ケミコン   10μ F

セラコン  Q01μ F

″    220PF

セラコン  470PF
″    001μ F

ステコン   20PF

セラコン  Q01μ F

ケミコン   47μ F

セラコン 0047″ F

ケミコン  220μ F
″    10μ F

マイラコン  01μ F

ケミコン  100μ F

セラコン  470PF
″   001μ F

図卜27



由

Ｆ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

７

１

　

‐

「

鵬 ′ヽ R 名品部 参照図

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

c57

c58

C59

c60

c61

c62

c63

C64

c65

c66

c67

c68

c69

c70

C71

C72

c73

C74

c75

c76

c77

C78

c79

c80

c81

c82

c83

c84

c85

c86

c87

c88

c89

C90

C91

c92

c93

c94

ケミコン  047″ F
〃     47μ F

セラコン  001μ F

″  Q0047μ F
″     10PF

″    Q01μ F
″    100PF
″     68PF
″    001μ F

″    100PF
〃     68PF
″   Q01μ F

″     22PF
″    Q01μ F
″     56PF
″    001μ F
″     47PF
″      6PF
″     38PF
″      2PF
″     47PF
″   Q01μ F

ケミコン   10μ F

セラコン  Q01μ F

″     47PF
″      2PF

図卜27

順序 シ々 ク肛 名品部 参照図

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

c 95

c 96

c 97

c 98

C 99

C100

C101

c102

c103

c104

c105

c106

c107

c108

C109

Cl10

Clll

cl12

cl13

cl14

Cl15

cl16

c l17

cl18

Cl19

C120

c121

c122

C123

c124

C125

c126

c127

c128

c129

c130

c131

c132

セラコン 001μ F

″    38PF
″   001μ F
″    68PF
″     lPF
″    68PF
″  Q001μ F
″     7PF
″  001μ F

″    22PF
″   001μ F
〃 00047μ F
″  Q01μ F

ケミコン  4_7μ F

セラコン Q01μ F

ケミコン  10μ F

セラコン 001μ F

ケミコン  10μ F

セラコン Q01μ F

″    56PF
″   001μ F
″  0001μ F
″  001μ F
″    38PF
″   001μ F

ケミコン  10μ F

セラコンQ001μ F

図卜27
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R57

R58

R59

R60

R61

R62

R63

R64

R65

R66

R67

R68

R69

R70

R71

R72

R73

R74

R75

R76

R77

R78

R79

R80

R81

R82

R83

R84

R85

R86

R87

R88

R89

R90

R91

R92

R98

R94

抵 抗 100K

270K

100K

220Ω

100K

lK

22K

47K

lK

47K

22K

lK

100Ω

100K

330K

270K

100K

51Ω

100Ω

270K

100K

100Ω

10K

100Ω

100K

560Ω

100K

270K

330K

lK

ト
ト
ー
ー
ー
」
マ

　

ト
ー
ー
ー
ト
ー
ト
ー
ト
ー

ー
ー
ト
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
‘―

　̈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―
‐̈

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

800

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

図-1

順序 ′ルクNQ 品 名部 参照図

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

R95

R96

R 97

R 98

R 99

R100

R101

R102

R103

R104

R105

R106

R107

R108

抗  100Ω

″    51Ω
″   680Ω
″   56K
″    27K
″   100Ω
″   33K
″    10Ω
″      51Ω
″   100Ω
″    51Ω
″   270Ω
″    10K

酬 麟 lW

抵

図-1

338

339

340

341

342

343

344

L 2

L 3

L 4

L 5

L 6

L 7

L 8

コイル SL 21 10Kタ イプ

〃  SL-20     ″

″  SL-60     ″

図-24

345

346

347

348

L 9

L 10

L ll

L 12

″ SL-61 7勧 角IFT

349

350

３

　

４

Ｌ

　

Ｌ

SL-60 10Kタ イブ
図-24

351 L 15

352 L 16 図-24

353 L17 〃 SL-58舛 ろ無し9回巻き

354 FI」匝R クリスタルフィルター 9ML

hi戸 :丁T~
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(31 基板のチエック及び残品についてo

これで二枚の基板は完成 しま した。部品′点数が多いの

で充分時間をかけて誤配,イ モ半田が無いかチエツクし

て下さい。

残品は,R・ …470Ω  C・ …001μ F D…・10Dlです。

これ らのパーツは ,次の様に用いて下さい。

R番号 R109 470Ω はヘ ッドホァンジャックヘ0

c ″  c145 001 μFは Sメ ーター端子の両端へ。

D″  D31 10 Dlは ,外部電源端子 とラグ板 を

通 して電池ホルダーヘ接続

(図 -15,17,18及 び回路図参聰 )

VFOボ ックスの組み立て

下図を参考にVFOボ ツクスを組み立てます。

(ス プリングワツイヤ~は必ず
=し

く用いて下さい。)

※ バーニヤダイヤル及びダイヤルロ盛板は ,バ リコン

を左にいつばいに廻 した時に (C容量が最大 )日 盛板

の△印が真上になるようにネ.ジ を締めます。

c-21に 組み込む場合は,図■ 3の所で日盛板を付け

て下さい。  1       1

以上そSB-21Pの組み立ては終了です。   く |

ヮィャー配線及び調整方法は,次のC-21組み立

`図
|

参考にして下さい。              .

―

―
⇔
目

※ Pl,2 と

短 く切らずに ,

P21,20を結ぶ同軸ケーブル穆は,

そのまま使 って下さい。

6.C-21音 5品 表

写アQttЛ
ナl」×XIワ |プ ∫

11写一ス
~ 

上蓋    (灰 塗装 )
1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

4

1

1

1

1

2

1

21 ″    下蓋    ( ″ )

31ダ イヤルエスカツシFン  (黒塗装 )

41パ ネルエスカツシ ョン

51フ ロン トパネル

61フ ロン トサブバネル

71リ ヤパネル

91 VFO止 メ金具

lo lス ピー カーアングル

111ス ピー カー止メ金具

121ラ ンプ止 メ金具

131プ リン ト板点検用底板 (メ ッキ )

141電池ボツクス底板  (灰 塗装 )

151取手       ` |
161取手金具

171ア ク リルスケ~ル

181ネ ームプレート(MIZU早0)
´
191ナ イラッチ  (グ ログィト)

201  ″   (プ ランジャー)

211電池ホルグー (UMl× 3)

221ス き―カー  (80)
231Sメ ーター  (200μ A)

241ス ピーカー用サラン:

251発光ダイオー ド

261パ イロツトランプ

::|:`チチ1:)セリ:を為月旨モール1部

'
291    ″     (金属カバー部)

301    ″     (コ ー ド締め部 )

311     ″      (ジ ヤツク音6)

-12-



m 名部 数

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

2× 25 サラビス (メタルコンセント用 )

2× 6  ナベ ビス    ″

16ψ ナット       ″

16ψ スプリングワッシャー ″

ポリウム 10KΩO S付
″     ″   S無 し

7ψ 平ワッシャ  (ポ リウム用 )

7ψ ナット   (  ″  )
ロータリースイッチ 6回路 2接点

9ψ 平ワッシャ  (ロ ータリー SWヽ )

9ψ ナット      ″

M型コネクター

16ψ ナット  (M型 コネクター用 )

16ψ スプリングワッシャー ″

16ψ 平 ラグ

ツマミ 大
″     /」ヽ

ヘ ッドホーンジャ

キー ジャック

9ψ ナット

9ψ 平 ワッシャー

外部ス ピー カージ

5ψ ナット  (
5ψ平 ワッシャ

トグルスイッチ

6ψ ナット

6ψ キク座

6ψ つめ付平 ワッ

ゴム足

電源コネクター

ラグ板 (D31
スライ ドスイッチ

マイク  600Ω
両面テープ (アクリル板・エスカッション用 )

リヤパネルシール

赤黒平行 コー ド (電源プラグ用 )

単芯線材  10色
スズメッキ線  lψ (アンテナ回剛甲)

半田 (ヤ ニ入 り )

エンパイヤチ ユープ

シール ド線

ック  (2極 )

(単極 )

(2単極用 )

ャック (小型 )

ス ピー カー ジャック用 )

1回路 2接点

(ト グル SW用 )

シャ  ″

(プ ラグ )

(ジ ヤ ック )

固定用 )

2回路 2接点

1

2

1

1

1

1

2

2

2

6

4

1

1

1

1

1

4

1

1

2

2

1

1

1

3

6

3

3

4

7.C-21機 構部 品の組み立 て

(図 -10) VFo止 メ金具の

(図 -11) リヤパネルの組み立て。

キージャック用ナット ヮッシャ    外部スピーカージャック用ナット

同軸 コ ヘッドホーン用

プ
　
　
　
ス

一ン
　　ｏ
　　

，

彫
旗
　
¨

明

み

　

′２

照

組
　
―
ノ

球

―
―
―
―

一ユ

外部電源用ジャック

(Dラ グ板を最初こ止める

郷 スピー

ヘットホーン    ク

同軸
九
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NQ 名口
ｍ部 数

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

2 × 6 ナベ ビス

2 × 4 トラスビス

26× 4 ナベ ビス

3 × 6 ナペ ビス

3 × 6 トラス ビス

3 × 6 サラビス

4 ×10 ナベ ビス

3ψ 平 ワッシャー

4ψ   ″

3ψ スプリングワッシャー

取扱説明書

スパナ (ト グルスイ ッチ用 )

2

15

10

11

12

6

2

4

6

11

1

1

″
―

球

ム

一ユ

ゴ

ヽ

筍冬

■瓢而1'「「可 :「 ‐.「 ~~~~~~~―  ―‐――  ― ―― ‐ニ ー     ー・―



(図 -12)
①・∬翼郷孵鍔 ぶ[取り付け

て下さい。

① 2 トグルスイッチ 3ケ は出来るだけ、フロン ト

パネルよりも奥側|こ なる様、 2夕のナットで

調整してとめて下さい。あまリフロントパネ

ル側に寄るとデザイン的にNCです。

S付 ボツウム

Jオ
/リ

υ
/タ

(図 -13)

※アクツルスケール板はエスカッションに
両面テープで貼 り付ける。

トパネルに貼 り付 ける。



8.SB-21ヮ イャ ー配線

図-13ま での機構組み立てが終った所で配線を始めま

す。 電池ケースを取 り付けて しま うと,リ アパネル面

の配線が出来なくなります。

線材処理は,シ ャー ンの角等に沿わせて他の線と東ね

て処理 します。

本機の ように配線数の多い場合は,後で点検が出来るよ

うに,線材を適当に色分けすると同時にジヤングル配紡

にならない ように注意が必要です。全体の線材処理は ,

図-16を 参照下さい。 また主にパネル類に付 くLED
ロータリー SW,RIT用 ポ リウム,AF用 ポリウム

ヘ ッドホーンジヤック,キ ージャック,外部スピーカ

ージヤック,電源ジヤ ック,6Pス ライ ドsw,NB。

RITo SEND用 トグルスイッチ,マ イクコネクター

は ,配線処理の都合で端子に仮番号を付けてありますか

ら配線の時rC参照下さい。

ジヤ ック,sw類 の端子番号

S付 ポ リウム S無 しボリウム

(図 -14)

外部電源ジャック

外部スピーカージャック

(プ ラグ部)

プリント基板か らの機構パーツヘの配線図を図-15に

示 してあります。

配線に入る前に全体の感 じをつかんでおくと確実です。

図-15は ,cwキ ットの回路は入っていませんので,C
Wの電波は発射出来ません。

したがってCW回路については,ォ ブションキット

CW-1又 は本機の全回路図を参照下さい。

また SB-21Pのみを購入いただいた方は,図二15に従

って配線する場合 ,主なパー ツとして下記が必要です。

鍔

●●●●●●
1

●●‐ ●● 1

・・"… 2

-・・…3

・ …・・ ・ 1

・ ・ "・・ 1

・ …・ ・ ・ 1

・
…・ ・ ・ 1

・・ ・・・ ・ 1

・ …・・ ・ 1

・・ ・・・ ・ 1

・…・・・3

●●●●●●
1

・ …・・・ 1

……。1組

①スピーカー(8Ω )

② Sメ ー ター (200 μ A)

③6回路2接点ロータリースイッチ

④l回路2接点トグルスイッチ

⑤10KΩ S付ポリウム

⑥ 10KΩ S無 しボリウム

⑦ 4Pマ イクコネクター

③発光ダイオー ド

⑨M型コネクター

⑩ヘッドボーンジヤック

⑪外部スピーカー用ジヤック

⑫電池ホルダー uMl× 3用

⑬ 3Pス ライ ドスイ ッチ

⑭照明用小型ランプ 14v用
⑮外部電源切換用プラグ,ジヤック

ー 15-
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xsB-21Pの みを購入いただいた方で,前ページの外

付パーツ(Sメ ーター,ヘ ッドホーンジヤック等 )の中

で,特にヘ ッドホーンジヤ ック等は手に入 りに くいと思

ハますが ,ス ピーカーを鳴 らすだけであれば,プ リン ト

基板端子の P9と P15に ス ピーカーを付ければOKです。

またォプションの CW-1キ ツトを内蔵 しない時はキー

ジヤ ック等 も必要ありません。

トグルスイッチ (NB,RIT,STBYス イ ッチ用 )

も普通のスライドスイッチで代用 しても勿論 OKです。

※印は 2本以上の線が付きますから最後にまとめて

半田付 して下さい。

PoL SMЭ ←≪談初 一 ドQ
″  (χ→P43※ 1蝉リード

P22-BAND切換 SⅥ③

P19←→  ″   ⑨

P23←→  ″   ②

P13-AFグイン①

P12-″  ②

Pll←→  〃  ③

※P43-″   ④

::〔二が
コネク
気T(;`鶴

P 9←→PHONEオック⑦※

PIЮNじマックのЭと(Dの間にR109

の470Ωを半田付

PHONEジヤック⑥←→ExT SPジヤ

ツク③

※P35-PHONE身 ック⑨

※P35-EXrr SPオ ック①

P35-KEYオ ッタЭ

P15←ス滲―力‐端子③

EXT SPジヤツタЭ→ スピ=力■端子

①

P40→ⅣЮDE SELECT

P41- ″    ″    ″

※ P48-P33
P48-MODE SELECT
P7⇔ ″   ″   ″

P8-″    ″   ″

P43-P27※

P27-MODE SELECT
MODE SELECT Sば Э銅 じ

″   ″  ″⑥― 〃
⑦

※ P34-P28

P34‐MODE SELECT

P38-EXT PSオ ック②

EXT Po S｀お「ツ久〕びrィ ォートつ31

(10D-1)のアノー剛 にエンパイヤチユ
1酢

18

―ブわMκ半田付する。 ⊆
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1-42
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1-53

1-54

1-55
1-56

1-57
1-58

1-59

1-60

図卜17

Pl←→P西ス 同軸ケーブル港線

P 2←→P20(    ″   縦 )

※: l[二 :〔1(:涸)
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1- 3

1- 4

1- 5
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(図 -17)

(図 -21)

電池ホルダーの組み立て

電池ホルグーCの
Oラ ′ヘ

ヽ

(図 -18)

ラグ板

線

③

編

＜図．．９＞　　̈′」̈一【

次に下図のように電池ホルグーを 3個
, シャーンの底板に付けてホルダーの配線を行います。

量絶ビス |

X6N
_外 部電源ジャックの③端子ヘ

(図の 18へ )

/1-68配 線

AF CAINボ リウム端子⑤ヘ
D31(10D-1)

(図 の 18へ)

|

配線順序 配 線 場 所 備 考

1-61

1-62

1-63

1-64

1-65

1-66

マイクカールコー ド 自
―

‐7ィ クプラグ  ①

″   ″  赤←→  ″   ②

″   ″  黒←→   ″    ③

″   ″ 編線―   ″   ④

外部電源プラク芯側― 赤黒平行コード⑤
″  ″周囲側←→  ″   o

図-19

図-20

(図 -20)外 部電源プラグの組み立て
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配線llF序 配 所場線 備 考

1-67

1‐ 68

1-69

1--70

1-71

電池ホルダーAの①ラグ
ー

ホルダーBの○ラグヘ

電池ホルダーBの○ラグ
ー‐  ホルダーCの○ラグヘ

電池ホ″ダーAの○ラク
ー

EXT P,Sジヤ ッタ ③
※

電池ホルダーCの○ラク~

D31(10D l)ダ イオ

ー ドの カソー ドヘ

電池ホルダーCの○ラグ
ー

AFゲイン⑤

図-21

図-18

図-18,

21

1図 -21

これで SB-21の全 ての ワイヤー配線が終了 しました

本機は,オ プシ ョンキ ットのCW-1が 無い場合 は原則

として,Al電 波の発射ができません。

cwについての電気配線は, CW-1の 取扱説明書 を

参照下さい。

ワイヤー配線数 も多いので,誤配線が無いか充分にチ

ェックをお願い致 します。

後はケース下蓋にゴム足,取手,ナ イラッチ,電池底

板,上蓋の裏側にスピーカ用サランを貼 って後は調整後

に上下蓋 をネジ締めすれば完了です。

(図 -22参照 )

(図 -22)

恣

｀
ヽ

、 ヽ

取手

＼
/
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‐

」

、

9.SB-21の 操 作 方法

※ オールキットSB-21Kを購入いただいた場合, CW
モード及びマイクコンプレッサーは,オ プションにて

別売になっております。

またォールキットの場合は, 11の調整を行ってか

らでないとセットが動作しませんので御注意下さい。

“

)基 本 操 作

① SB-21は乾電池を内蔵できますハ 固定局として運

用する場合は, リヤパネルの外部電源端子 より,電源

を供給できます。

ノイズブランカースイ

ツ チ

自動車等から発生する
パルス性 ノイズがある

時 lc O Nに するとノィ

ズが消えて受信 しやす

くなります。通常は0
FFに して下さい。

バン ド切 り換えツ
マミ

21 Vlllz帯の 450

K池 を 2ノ くン ドに

切 り換えてい蛮す

希望する周波数が

②外部電源を用いる時は,出力電圧DC13 8～ 14V位

で電流容量が lA程度のリップルの少ない電源を御使

用下さい。接続 コードは付属のプラク付赤黒コードを

用います。赤色を①,黒色を○に接続 します。

このプラグの極性は図-20の ような極′隆になうてい

綾す。一般のラジオや電卓のプラグとは極性が異なり

ますから御注意下さい。

③乾電池は,図 -22の電池ボックス底板を4ケ 所のナイ

ラッチを引っばって取 りはずします。

(ド ライバー類は必要ありません。 )

単一型乾電池 9本を①Oに注意して入れて下さい。

電池運用の時は,必ず外部電源プラグを抜かないと動

作 しませんから御注意下さい。
，‐
■

■
■
●
■
　

―
―
　
　
一■
”
●
■
●
■
■
‐
１
■
■
■
■

‐１■
―
■
―――
「
「
「

享ミ1チ rri三」

リットツマミ

RITスイッチをONに し

た時だけ +又は一倶1に ツ

マミをず らすと受信周波

数のみを可変 できます。

0位置 になっている時は

送受の周波数は同じにな

ります。

送受切 り換えスィ

ツチ

SENDで 送信

RECで 受信です

この他にマイクの

プ ッシュスィ ッチ

で もスタンバイ出

来ますb

リットスイ ッチ

RIT側 にする

と下にあるRI
Tツ マミが働 き

ます。

通常は OFFに
して下さい。

S及び RFメ ーター

受信時は相手の信号

強度を示 し,送信時

は RFメ ーターとし

て働 きます。

出力の絶対値は読め

ません。

モー ド切 り換えツマ

ミ

SSB運用時は,

SSBに セットすると

USB波が発射されま

九

CW運用時は CWに
セットして下さい。

マイクコネ

クター

600つ のグ

イナ ミック

型マ イクロ

フォンを接

続 して下さ

|′、。

ポ リウムツマ

電源ス イッチ

と兼用 してい

ます。右 に廻

す と音が大 き

くなります。

メインダイヤルツマ ミ

1目 盛 は 10 KHzで す。 250 KHZ

をカバー しています。

BANDス イッチが 2100t2125
の時は直読 します。2120～ 21:45

の時は目盛 に200 KHzを フ
゜
ラス

て読みます。写真は 21330 MHz
を示 しています。



プラクを差 し込むと,自 動的 に回路が切 り換わり外部

電源に接続されます。

)SB-21シ リーズは,ダ イヤル照明用のランプが リヤ

パネルのLAMPス イッチでON, OFF出 来ますが,

乾電池運用の時は,電池の消耗が増 しますから,(40

mA)必 要 な時だけ御利用下 さい。

DSB-21 SDXには, マイクコンプL/ッ サーが内蔵さ

れています。 MODEス イッチが SSBの とき, リヤパ

ネルのORIGINALス ライドスイッチ(下図参照 )を

ON(上にする)にするとマイクコンプレッサーが動作

します。 OFFの時は通常のマイクアンプだけが働きま

す。 コンプンッサーを動作させる時は,あまリマイク

ロフォンに近づかないように運用 して下さい。

Q)ssBで の 運 用

①付属のマイクをMICジ ヤ ック 1/r差 し込みます。

送受の切 ク換えはマイクのブ ッシュスイ ッチ又は, フ

ロントパネルの SENDス イ ッチで操作 します。

② MODEス イッチをSSBに します。

NB及 び RITス イ ッチは とりあえず OFFに します。

この場合 はRITス イッチが OFFに なっていますか ら

RITツ マミは, どの位置でもOKです。

③ AF―GAINを右に廻 して電源スイッチをONに してボ

リウムを上げます。

アンテナ端子

アンテをここへ接続 し

ます。

M型プラグを用いてイ

ンピーダンス50つの 21

ML用 アンテナを接続

して下 さい。

ヘ ッ ドホー ンジャ ック

ヘ ッドホーンを用いる

時にここヘ ヘ ッドホ~

ンを差 し込 みます。

単極 プラグを用いて下

さい。

キージャ ック

CW運用の時 にここへ

キーを差 し込みます。

単 極 プラグを用いて下

さい。

外部ス ピーカー用 ジャ

ツク

外部のスピーカーを用

いる時は,こ のジャッ

クヘ差 し込みます。

インピーダンス 8ρ

外部電源 コネクター

外部電源を用いる時は

ここヘプラグを差 し込

みます。(DC13 5～ 14

V)
電池運用の時は必ずブ

ラグをぬいて下さい。

ランプスイ ッチ

ダイヤル板及び Sメ ー

ター照明用の電源スイ

ッチです。 ONに する

とランプが点灯 しま丸

乾電池で運用する時は

電池の消耗が 40m堆
増 します。

予備スイッチ

これは予備のスイッチ

ですか ら, 自分のオ リ

ジナル回路等を組み込

んだ時 に御利用下さ

予備スイッチ (右記)

※ 完成品の SB-21
SDX仕様は,こ のスイ

ッチがマイクコンプレ

ッサーの ON,OFFに
なります。

上 にす るとONに なり

ます。
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④瓢Ю系のアンテナをANT端子に接続します。

アンテナは,セ ットの性能を左右 しますか ら,出来る

だけ良い物を使用 して下さい。

⑤ BANDス イッチを希望するレンジに合わせて,チ ユ

ーニングダイヤルを合わせます。

BANDが 2■0(卜2■25の時はダイヤルロ盛の 0は ,

2■ 00,同様に250は 2■25 MHzになります。

BANDス イッチが2■ 20-2■ 45の時は,それぞれ

200 KLを 目盛板の数字rCプ ラスして読みます。

たとえば目盛板が 100で あれば,2■30 MHzです。

⑥ダイヤルを廻すと,21MHz帯のSSB波が受信出来

ます。今はRITス イッチがoFFに なっているはずで

すから,こ の状態でスタンバイスイッチを操作 してマ

イタに向ってしゃべると受信周波数 と同じ周波数で S

SB波が発射されます。

⑦相手局が応答して来た場合,周波数がずれていて復調

しにくい時は,RITス イッチをONに してRITツ
マミを左右のどちらかに廻して聞きやすくします。

この場合,送信周波数は,RITの ON,OFFや ,

ソマミの位置に関係なく,ダイヤルロ盛の周波数で決

定されます。

RITツ マミで周波数が変化するのは,受信時のみで

す。 したがって送,受信の周波数に差が出て来ます。

ただしRITス イッチがONになっていてもRITツ
マミが 0の時は,IR I Tス イツチOFFの場合と同じ

事になります。

※ CQを 出している相手局を呼ぶ時や,自 分からCQ

を出す時は,RITス イッチは必ずOFFにするか ,

RITツ マミを 0位置にして下さい。

他の位置にあると,相手局にゼロイン出来ないので応

答してもらえない事があります。

③自動車等から発生するパルス性ノイズが入る時は,ノ

イズブランカスイッチ(NB)を ONにするとノイズ

がカットされて聞きやすくなります。

パルス性ノイズ以外のノイズには,ほ とんど効果があ

りませんから御注意下さい。

(31 CWでの運用

※オールキットsB-21を 購入いただいた時は,オ ブシ

ョンキット,cW-1を 組み込まないと,cwモ ー ド

での運用は出来ません。

①MODEス イッチをCWに します。 (受信ノイズは,

SSB時 よりも少し低くなります。

②キーをKEYジヤックに差し込みます。 (キープラグ

は図-23の様に配線して下さい。

③ CWモ ー ドでの運用は,セ ミブレークイン方式になっ

ていますからキーを押すと自動的に送信状態になりま

す。そしてキーを離すと少し遅れて受信状態に切り換

わります。 (フ ロントパネルの SENDス イッチカiR

EC側のままの略 )こ のタイミング時間は,内部の

CW-1基 板の半固定ポリウム(VR7)で 調整出来

ます。またキーを押した時,ス ピーカーから聞こえる

サイドトーンの音量は(VR8)に て調整出来ます。

この調整は,ケースの下蓋を ドライバーではず して ,

シャーシー裏側のVFOケ ース横に設置 してある,C
W-1基 板のVR7,8を ドライバーで廻して下さい。

④ CWでの相手局へのゼロインは次の様にします。

ダイヤルを廻して相手の信号にゼロビー トをとります。

この状態がゼロインした所になりますが,こ のままで

はビー ト音が出ないので,RITス イッチをONに し

てRITツ マミを左右どちらかにピー ト音が出る様に

ずらせて,受信音が出る様にして下さい。

この状態で送信すれば,相手局に対 してゼロピー トで

送信 している事になります。

|

瓢im

(図 -23)

-23-



10,調 整に必要 な測定器

※ここでの調整方法は,各部のパーツ取り付け及び,

誤配線が無い事を前提とします。

(1)SB-21を 調整するために 少なくとも次の物を用

意して下さい。

① テス ター

② トランシーバー

21ML帯 のssB用 トランシーバー(周波数は 5

K Hz以 下が読み取れる物。 )

③短波受信機

5ML帯 と30Mル 帯の聞けるラジオがあると局発

の調整に便利です。VFO発振周波数は,デイップメ

ーターを吸収型にしても代用出来ます。

④終端型パワー計

フルスケール10蒻以下りЮΩタイプが最適です。

⑤デイップメーター

12)さ らに次の測定器があれば非常に便利です。

①オンロスコープ

21Mルの終段出力波形が観■ll出 来ればoKです。

(通過型でOK)

②ツー トーン発振器

シングルトーンに切り換え出来る方がFBです。

③周波数 カウンター

35 ML減 で演1定出来る物があればFBですが,最低

9 MHzの キャリメ イントが正確に測定出来ればoK
です。

④RF電圧計

⑤この他にSG等があればFBです。

11。 SB-21の 調整

(1)VFO部 の調整

① SB-21に 電源 (DC1 35 v)を 接続して受信状態

にします。

②VFOの近 くに 47～ 5Mル帯の間けるラジオを置い

てVFOか らの信号の洩れをキヤッチします。

この時ンベルが低 くて聞きにくい時は,vFOの 出力

端子のPlヘ ビニール線を付けると確認出来ます。

③ラジオのダイヤルを4740 ML付近に合わせて,s
B-21の 目盛を 250に合わせます。

この位置でラジォからVFOの信号が聞こえるように

VFOボ ックス内のLlの コアーを廻して合わせます。

(付属の樹脂 ドライバーを用いる。 )

④念のためSB-21の ダイャルロ盛を0に合わせて

今度はラジォのダイヤルを高い方へ廻して4990 M L

付近でVFO信号がキヤッチ出来る事を確認します。

(VFOの 信号は無変調キャリアですからSメ ーター

の無いラジォでは,BFoが 無い時にはノイズが少な

くなって信号が入った所に合わせます。 )

⑤ トラッキ/グ調整は,全ての調整が終ってからでoK
です。

※周波数カウンターのある方は,sB-21の 目盛が250

の時に4740 MLに なる様VF咄 力周波数をLlの
コアーを廻して合わせて下さい。

次にダイヤルを0に合わせて出力周波数が 4990MIIz

になる様にバリコンの トリマーを廻して合わせます。

(ト リマーはVFOボ ックスの横の穴から廻せます。)

この操作を 4～ 5回繰り返してトラッキングを完全に

とります。

121 プリミックス用水晶発振回路の調整

※ L19 1Q ll 12 17以 外の 10Kタ イプコイルの調整

はネジヨアーが奥に入った側で同調を取って下さい。

u5は コアーの出た側で同調させます。国 -24参Ю

①受信状態にしてBAND SELECToRス イ

'チを 2■ 00～ 21.25MLに してX3の 34990 M Lが

発振する様にL2を調整 します。

②次に 2■ 20～ 2■ 45 MLに切り換えてX4の 35190

MLを 発振する事を確認 します。

周波数の調整は各々CVTの 3,4の トリマーで合わ

せますがカウンターが無い時は,と りあえず両方の ト

リマーを半分位抜いた状態にすればOKです。

(図 -25参照 )
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″

※水晶が発振 したか ど,かの判断は Q21のエミッター電

圧をテスターで見ているとぉL2のコアーを廻して行

〈と水晶が発振すると電圧が ピクッと高 くなりますか

ら判断出来ます。 (Q6,v前後にく.り ます。 )

ヽ

(3)こ

`二

;〔

`,す

瞥Sm5Mャ 帯9水晶発

振回路 とvFoの 出力周波数の差か ら30ML帯 の局

発周波数を作 り出しています。

二つの信号の ミクサーは Q22の 3 s K49で 行 っていま

す。 したがってL3,4そ して30M比席増幅後の L5,
6を 3oML帯 に同調させれば良いわけです。

① SB-21を 受信状態にしてL6の 出力から出ているc

98の 001 μ Fセ ラミックコンデンサーの付いている

所へ RF電圧計を付けて30ML帯 の信号レベルが最

大になるようにL3～ 6の コアニを調整します。

②出力周波数はBANDス インチとVFOを 廻すことに  15)受信機IF回路の調整

より30～ 3045 MHzに なりますから,この周波数範  ①セットを受信状態にしてデイップメーターをIFTの

この周波数が正 じく合っていない とssBト ランシー

パー としてうま〈働 きませんか ら御注意下さい。

まず周波数 カウンターをQ8の エミッターか ら出てい

るC37の 0001 μ Fのセラミックコンデンサーの出口

(Ic2の 5番 ピィに接続 している。 )と アース間に

接続 します。

③MODEス イッチを SSBに してXTALlの 水晶発

振周波数が正確に 90015 MHzに なる様にLォ ーダ

ーまで合わせて下さい。

④周波数カゥンターが無い時は,取 り敢えずcvTlの
トリマーを半分位,抜いた状態にして次の調整に進み

ます。・(図 ■ 25)

※この場合キャリアポイントの周波数合わせは,送信部

の調整時と調整後にモニター受信機で音質等を耳で聞

いて判断する事になります。

囲内でプリミックス出カ アベルが出来るだけ一定にな

る(RF電圧計で 100 mv前後 )よ うにL3～ 5の調

整を して下さい。

③ RF電圧計が無い時は,C98の セラミックコンデン

サーとL6の 2次 コイルの接続されている所へ,30"
位のビニール線を付けて30ML帯の間けるラジオで信

号を確認して,レベルが最大になる様に取 り敢えず L

3～ 6を合わせます。

この場合は,②の30～ 3045Mル内で出た 一定にす

る操作は実際に受信出来るようになってから受信ノイ

ズ等が出来るだけ一定になる様に合わせて下さい。

(4)9MHzキ ャリアポイン ト周波数の調整

①MODEス イッチをSSBに した時に 90015MHzの

水晶が発振しているのを確認 します。

カウンターの無い時はQ8の エミッター電圧が発振す

ると高〈なる(09v前後 )ので判 ります。

②このキャリアポイントの周波数合わせは,ssBト ラ

ンシーバーでは非常1/C大切です。

L9に近ずけてデイップメーターのダイヤルの9ML
付近をゆっくりと廻してスピーカーからビー ト音が出

たら,ダイヤルをとめます。

② この状態でL9■12の IFTの コアーを廻してピー ト

音が最大になる様にします。       |

(6)受信機の総合調整

①デイップメーターを用意して21 MIIzの信号を出してL
7に近ずけて信号をキヤッチします。

②デイップメーターとsB-21の ダイヤルを廻して2■ 2

0ML付 近の信号に合わせます。

③次にL7,8を 廻して信号が最大になる所に合わせま

す。

④アジテナ端子に21ML用 のアンテナを接続 して実際

の電波をキャンチします。 Sメ ータニを見ながらL7

～ 12コ アーを調整 して最大感度に合わせます。

L3～ 6は取 り敢えずそのままにしておきます。

※ Sメ ーターの振れ具合はVR2の半固定ボリウムで感

度調整が出来ます。
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行 うとFBです。

⑮マイク入力にシングル トーンを入れて終端型パワニ計

で lW位出ているのを確認 したら,SB-21の RF目

盛で 9位にメーターが振れる様にVR2の半固定ボリ

ウムを調整して下さい。

⑮一応これで送信部のチエックはOKですが,ダ イヤル

を廻してバンド内でのパワーの差があまり出ない様に

L3～ 6を調整して下さい6

⑫オンロスコープを持っている方は,マ イク入力端子に

シングル トーンを入れて図■26の様な波形か調べて,

次にツー トーン信号を入れて図-27の様な波形になっ

ているかチエックするとFBです。

もし図-28の様 1/6な ってしまう時はマイクゲインの上

げ過ぎですからゲインを下げて下さい。

ツー トーン試験を行っている時は,終端型電力計の指

示は,整流型メーターの場合は指示が尖頭値でも平均

値でもな〈関係ない物になるのでパワー直読は出来ま

せん。 したがってアマチユア的にはシングル トーンを

入れてそのレベルを除々に上げて行き,も うこれ以上

入力を大きくしても出力電力が増えない所 (飽和電力 )

から最大出力を測定するのも一つの方法です。

またツートン試験をする時に波形からマイクゲイン

の位置 を決定する時は,ツ ー トーン発振器のレベル lrc

注意 して下さい。

マイクロフォンの出力電圧の方が小さい時は,マ イク

グインは実際には,も っと上げ られる事になります。

マイクに向かって しゃべった時の音声波形は図-29

の様になります。

(図 -26)

正常なシングル トーン波形

(図 -27)

(図 -28)
マイクディンを上げ過ぎた

時のツー トー ン波形

(図 -29)

(8)RIT回路の調整

① sB-21を 受信状態にしてRITス イッチをoNに し

ます。

② RITツ マミを真上の 0位置に合わせます。

この状態でテスターを用意してDC2v位 が濃1定 出来

るレンジ17Cセ ットします。

③テスターの①棒をプリント基板の端子 P47に O棒をプ

リント基板のアースヘ接続します。

この電圧をチエックしておきます。 (lV前後になる

はずです。 )

仮174こ の時の電圧をAボル トとします。

④次にRITス イッチをOFFに して③と同様に電圧チ

エックを行ってAボル トとビッタリ同じになる様にV
R4の半固定ボリウムを合わせます。

⑤次にSB‐21の アンテナ端子にダミーを付けて送信状

態1/Cし ます。

③′④と同様に電圧をチエックしてAボル トとピッタ

リ同じになる様に今度はvR3の半固定ポリウムを合

わせ て下さい。

甲

(図 -24)

(図 -25)ト リマー容量最大

コアーが出た
側で同調させ
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⑥ここまでOKな らば一度受信状態にしてRITス イッ

チOFFの時は,RITツ マミを廻しても受信周波数

が変わらないのを確認して下さい。

逆にRITス イッチoNの時はRITツ マミを廻すこ

とによケ受信時だけ周波数が変化する事を確認して下

さいる

(RITィ マミが 0位置では,RITス イッチをON,
OFFし ても受信周波数は変化 しません。 )

⑦合の為,RITス イッチoFFの 状態で送 ,受信周波 ‐

数がずれないかチエック して下さい。

RITス イッチoNの時は,RITツ マミが 0位置以

外 にある時は送受の周波数がずれるはずです。

19)VFOの 最終調整

※ RITの 調整をするとvFoの 発振周波数が若千ずれ

てきますか ら再び調整 して下さい。

A.周波数 カウンターがある場合。

① RITス イッチをOFFに します。    |
②周波数カウン ―́の入力をVFO出力端子Plと アー

ス間に接続し.ます6

③ SB-21の ダイヤルロ盛の250の位置で出力周波数を

4740 MLに なる様にLlのコアーを廻します。

(必ず付属の調整棒で廻して下さい。)   .
④VFOの ダイャル

・を廻して0に合わせます。この状態

でVFO出 力周波数が 4990に なる様に今度は,パ リ

コンの横に付いているトリマーを廻しま・す。

⑤③と④の操作を交互に3～ 4回行つてトラッキングを

完全にとります。

B。
1周

波数カウンターが無い場合。         ・

① RITス イッチをOFFに します。

②ローカル局に手伝ってもらい21.250 MHzの キャリア

を出してもらい SB-21の 目盛の 250国厖の位置で信

号が聞こえる様にLlの コアーを合わせます。

③次に同様に21.01oM他 でキャリアを出してもらいV
FOの 目盛の lo KHzの位置で信号が間こえる様に

今度はバリコンの トリマーを廻して合わせます。

④②と③の操作を交互に行って トラッキングを完全にと

ります。

※この方法の場合は,BANDス イッチは,2■ 00～

21.25MLの側で行って下さい。

以上でSB-21の 調整は終了しました。

測定器が無い場合は,あ る程度細かい調整は,ロ ーカル

局にレポー トをもらってカットアンドトライするのも,

一つの方法です。

またCwでの調整はキャリアポイントの水晶力`ありませ

んのでCW-1キ ットが無いと調整が出来ません。

CW時の調整及び運用はCW-1の 取扱説明書を参照下

さい。

これ らの調整は ミズホ通信で も実費にて行 っておりま

す。修理及び調整は直接 ミズホ通信に郵送にてお願い致

します。 日数は,当社に至り着後 5～ 7日 間位かか りま

すのでよろしくお願い致 します。

調整費は修理代を含みませんので誤配線及び他の理由で

修理が必要な場合は,修理代は別料金 となります。

また SB=21Pのみを購入いただいた場合 ,プ リン ト

基板のみでの調整 も行います。

sB-21-式 の調整費

sB-21P(プ リン ト基板だけ )の場合

つ
ノ

¥80■ Q―

¥Q000-

※上記の金額は,稲包及び郵送料を含みます。

郵送時は,パ ッキンを充分に入れて郵送中の破損が無い

ようにお願い致します。 また乾電池は必ず抜いた状態

で下記へか送 り願います。

〒194 東京都町田市森野 278■ 6
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ピ ン

番 号

■2.各 部のチエ

'ク
電圧 について

sB-21Pの キットを組み立てた場合の参考値として

参照下さいo

これらの電圧は,ア マチユア用のテネターDC20KΩ /
Vでの測定値です。実際には,RF型電圧計でないと測

定出来ない所もありますが一応テスターで測定すれば,

ある程度は判断出来ますので,う ま〈動作しなかった時

に参考にして下さい6

ここでの数値の±20%位になっていれば,だいたい正常

と考えて下さい。

基板の端子電圧

(2)半導体の端子電圧

※ 送信時の電圧は SsBの 無信号時あ値ですё

トランジスタニ ‐…・Bo co E

FET(2sK19)|… α Ds  ‐

FET(3sK49)。 ■c D SoG2(Gは Glとする)

一轟

付

■

―

卜

■

一
１１１
‐

Ｉ

Ｆ

豚

卜

願

朧

卜

訂

肝

騰

」

|,

20

21

22

26

24

1 0

6

0

165

1:1

0

135

約 0

76

0

0.15

11

0

1

6

導
鶴

受 信 時 (V) 送 信 時 (V)
考備

И C/E G2 И C/D И G2

Ql
Q2
Q3
Q4
Q5
Q6
Q7
Q8
Q9
Q10
Qll
Q12
Q13
Q14
Q15
Q16
Q17
Q18
Q19
Q20
Q21
Q22
Q23

0

0

0

13

13

1.6

1.4

06

0

006
0

1

0

2.2

. 4

52
0

03

135
6

6

10

12

76
12

11

0

135

0

56
125
12 1

2

1,8

0

135

13

■4

Q9

016
03

015
Q22

0

06

015
1.71

Q35
023
035

0

0

0

1ヽ.7

03
125
0

■6

1.4

Q

Q7

1

07

0

1

%|

4

52
4

■7

13

135
6

6

約 0

0

76

0

6

125

135

6

ユ6

125
12

10
約 0

015
001

0

02
Q7

04
0

0

Q6

015
■7

Q2

07

02

■2

)02

NB OFF

アイドリンタ記流
約 25mA

／

２

５

４

５

‘

７

８

９

‐０

‐１

‐２

“

‐４

‐５

‐６

‐７

※送信時の電圧は ssB無 信号時の電圧です。

基板端子電圧 (V) 基板端子電圧 (V)

RIT Oぼ

MODE SSB

約 0

0

0

6

0

1

6

IAND甥5

BAnJD釧
5

25

26

27

28

29

60

31

62

66

54

55

3`

57

58

69

40

41

42

43

44

45

46

47

48

16

1.

16

11

0

″

約 0

16

0

11

0

135

1.2

6

165

1.6

65

6

0

16

135

0

6

0

135

0

165

約 0

MODE SsB

RIT OFF

IC
端子NQ

ICl SN76514N
監 飾 り 送信時鱒

1

2

5

4

5

6

7

8

9

10

11

12

15

14

0

8

72
4

2.6

0

2.6

4

7

0

0

8

72

4

26

0

2る

4

7

0

IC
端子N[

I C 2  575C2

『

受信喘D 送信時間

1

2

6

4

5

7̀

8

1.1

165

15

8

6

135
0

1.7

11

1“
16
0

田

1“
0

72

脈
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13:1開 局申請にづtヽ て
'

1李攣で無線局申請をする場合,

‐            ′‐

(1)無線局免許申請書

'臨た由フ「乞墳:目 たっいをな:

: Q)1工
事設計書

次94ぅ に記載して下さい。

電援ρ型利 ※

:角濃豪111 A3」
121vHz帯

空中線電力 1 1,W

※印は,電信級ライセンス以上を

,持 ?了いぅ方で,申請をする場合

のみAlを追カロして下され

■ヽtl

や
訃
■
■
“●

統
　
　
・

系
　
　
　
．

機

　

一
●

信送
・

６

・

〓

●
ノ

一

　

　

　

　

　

　

一
一

　

　

　

・
一　

一

一

　

　

・　

　

　

　

　

」

●
〓・‐Ｆ
キ

，
一●
一・■
腋

ヽ
　
‐
，
■
ヽ
一　
　
　
・ヽ

１
１１

‐

71FIパ ソ %■711CV

(図 -31)

4990～ 4740MHz

|‐キ岬マ∠老を11_ⅢⅢγΨI:れ五二||
‐| 

‐    .  
●
=r/    :‐

        
「

 ` ‐ 31-

「

区   分 第 1送 信 機 第 2送 信'機

発射可能 な電

波の型式・周

波数の範囲

電 波 の 型 式

※ A3」

21 MHz帯

変調 の方 式 平 衡 変 :調

終

段

管

名称個数 2SC 517× ]

電圧入力 13.5V 2W
静

送信空 中線の

型 式

八木型 :学
=型

等のょぅに自分あ使用する
ものを詞八しそ下さい。      '

そ の 他 の

工 事 設 計

電波法第 3章
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